第２学年○組　道徳学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年５月29日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　○○　○○
１　主　題　名　　相手を理解すること　　Ｂ－（９）相互理解、寛容
２　主題設定の理由
(1) 価値観
　　　中学生になると異性に対する関心が次第に高くなる。これは発達段階からみて、極めて自然なことである。問題は、異性に対する理解が不十分であるため、いたずらに反発し合ったり傷つけ合ったりする場合があることである。家庭環境が違うことにより、異性の特質について知ることが少なかったり、先入観や偏見があったりすることも事実である。性の違いが、人格の上下、能力の優劣、役割の固定化などに結びつくことのない社会を築くことが大切である。
　(2) 生徒観
　　　本学級は、明るく活発で誰にでも気軽に話すことができる生徒が多い。しかし、２年生になって思春期に入り、異性に対する関心が強くなり、その関心が問題行動となって現れることもあった。意識的に異性を避けたり、また逆に異性の関心を誘うような態度をとったりすることもある。男女を意識するあまり学校生活や授業などでクラスが集団として機能しにくくなることがある。しかし、異性に対する関心の高まりは、自然な成長の流れである。そのことを踏まえつつ、互いの特性を理解し、尊重し、協力し合うことで望ましい関係を築かせたい。
　(3) 教材観
本教材は、里中満智子氏の「タマタマ女」というエッセイの一部である。小学生の筆者は「男にはかなわない」と言う母の言葉に疑問を抱く。中学生となり、その疑問を再度考えるできごとが起こる。それは、けんかの仲裁中、男子に手をあげたことを非難され、泣いてしまった男子。同じように泣いても、女は同情され、男は「男のくせに」と言われる。このことから筆者は「たまたま」について真剣に考え始める。本教材は中学生の目線で書かれており、男女のあり方を考えるきっかけとなるであろう。
３　本時のねらい
　ｏ男らしさや女らしさといった明確な根拠のない先入観で異性を見ていた自分に気付くとともに、互いを尊重しようとする気持ちを高める。
４　準備・教材
　ｏ中心教材名　たまたま女に生まれただけ（出典：明るい人生）
　ｏ教師･･････短冊（タイトル・発問）、ワークシート
５　学習指導過程

	段階
	　　　学　　　習　　　活　　　動
	時間
	　　指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　タイトル「たまたま女に生まれただけ」について意見を出し合う。
　・たまたま人間に生まれただけ。
　・たまたま犬に生まれただけ。
　・たまたま日本に生まれただけ。
	５
	ｏタイトル「たまたま○○に生まれただけ」の○○に入ることばを言わせて、方向付けをする。
ｏ意見が出ない場合は教師が指名して、あまり時間をかけないようにする。


	価
値の追求

・

把握


	２　本教材を基に、話し合う。
　ｏ男女差別
　・男だから女だからで片付けられることが問題だとみんなに気付いてほしいから。
　ｏ社会問題
　・政治家や管理職には男性が多い。みんながそれを当たり前だと思っているから。
ｏその他
　・性別で差別するのではなく、同じ人間として認め合っていきたいから。

　・男だから女だからで決めつけずに、人間として平等に物事を考えるべき。
　・男女の違いは仕方ないから、それをきちんと理解することで解決される。
　・「たまたま」生まれた境遇が違うだけだから、あまり気にしないでよい。
　・誰と接するときも思いやりの気持ちを大切にすることが必要。
　・みんなの意識を変えないと意味がない。
　・昔からずっと続いている問題なので、時間をかけないとうまくいかない。
　・平等とは何か、思いやりとは何かを大人も子供も一緒になって考える必要があると思う。
３　気付いたことを基に、自己を振り返る。

　・相手を思いやることが一番大切。
　・相手を尊敬することが大事。
　・相手の喜びや苦しみを知る。
　・あいさつなどの礼儀が大切。
　・相手が何を考えているか考えること。
　・笑顔で安心感を与えること。
４　教師の話を聞く。
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	ｏ範読をし、あらすじを確認する。

ｏ本教材は里中氏のエッセイだと伝え、作者は何が言いたかったのかを考えさせる。
ｏ意見が出なければ、「たまたま女に生まれただけであって･･･」に続く言葉を考えさせ、本教材の問題や引っかかりについて気付かせる。
ｏ出てきた意見を男女差別や社会問題など、内容を分けて板書する。
ｏ問題点や疑問点を押さえ、中心発問につなげる。

ｏ
ｏ生徒の出た意見に対して、様々な視点から切り返しの発問をすることで、教師も一緒になって問題を解決していく姿勢を示す。
ｏ先入観や偏見を捨て、互いの特性を理解することの大切さについて考えることで、認め合い尊重していける関係につながっていることに気付かせる。
ｏここまで話し合った内容を板書を活用して振り返らせる。問題点を十分に意識させた上で、ワークシートに記入させる。
ｏ教師が話しすぎず、じっくりと生徒の意見を待ち、たくさんの意見を発表させたい。
評男女の特性への理解を深め、相手の人格を尊重することの大切さに気づくことができる。　　　　　　（発表、ワークシート）
ｏ異性に関する話をして、余韻をもって授業を終える。
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	価値の自覚
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６　本時の評価
　ｏ差別や偏見のない社会をつくるためには、だれもがそのような社会をつくろうと考え、相手を尊重して行動することが大切であると気付くことができる。　　　　　　　　　（発表、ワークシート）
作者は，何のためにこの文章を発表したのだろうか。





どうしたらこうした問題がなくなるのだろうか。





本当に相手のことを理解し合うためには，何が大切なんだろう。





補主人公はこの後どのようにこの問題について考えたと思いますか。


補あなただったら，どう考えますか。


補性別や立場の違いなどを，「区別」することはよいのですか。


補人と接するときは，思いやりの気持ち以外は必要ないのですか。








